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新
著
紹
介

ベ
ー
メ
割
書

征
矢
野
晃
雄
謬

　
ヤ
コ
ー
プ
、
べ
，
メ
に
知
ら
ろ
㌧
如
く
ナ
七
世
紀
初
期
の
巨
拓
。
ω
o
段
碁
で

あ
ろ
。
彼
以
後
恐
く
彼
の
如
く
偉
大
な
る
純
通
な
ろ
誤
8
・
・
。
9
霧
に
見
目

さ
れ
な
か
つ
カ
で
あ
ら
う
。
8
ぴ
8
・
・
o
嘗
ぼ
に
宗
敏
的
艘
験
定
哲
學
的
思
索
定

の
抱
擁
で
あ
ろ
。
或
に
禮
験
に
よ
っ
て
自
己
に
謹
ゼ
ら
れ
辿
る
榊
自
勇
の
暫

學
的
獲
展
と
も
換
喬
ぜ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
、
円
冨
。
ω
。
℃
｝
囲
窪
に
に

宗
教
的
饒
瞼
定
哲
學
的
患
辮
力
定
が
憂
求
さ
れ
ね
げ
h
な
ら
ぬ
。
　
べ
ー
メ
に
こ

の
碧
雲
磁
た
興
備
す
ろ
鮎
に
於
て
稀
に
見
ろ
の
人
で
あ
っ
糞
Q
彼
に
生
來
付
属

庸
な
ろ
直
親
ぐ
、
想
豫
力
士
に
黒
ま
れ
て
居
っ
て
、
幼
少
の
頭
よ
け
紳
秘
的
維

験
に
遭
解
し
六
こ
ビ
は
屡
々
で
あ
っ
カ
。
彼
が
思
辮
に
興
昧
た
持
っ
て
居
つ

六
ビ
い
ふ
ご
書
に
關
し
て
に
、
彼
が
偶
ま
無
學
な
る
一
靴
工
で
わ
っ
実
定
い

ふ
こ
ミ
が
吾
々
に
反
封
の
暗
示
な
興
へ
ろ
や
う
で
あ
ろ
け
れ
こ
も
、
彼
が
青

年
の
頃
よ
り
好
ん
で
激
烈
な
る
宗
敏
的
論
爾
た
試
み
、
そ
れ
が
爲
に
雇
ま
よ

り
解
雇
さ
れ
六
こ
ぜ
が
あ
っ
六
遵
い
ふ
や
う
な
銀
に
徴
し
て
も
，
推
上
す
う

に
難
く
ば
な
い
。
の
み
な
ら
す
一
度
彼
の
害
、
こ
建
に
後
年
の
も
の
、
な
縦

く
噂
ば
何
人
定
論
も
彼
の
思
索
の
深
毫
こ
ビ
」
、
紐
畿
的
な
る
こ
定
㌧
に
驚

か
さ
る
、
で
あ
ら
う
O
彼
の
8
7
0
0
8
営
鳳
①
若
し
く
に
、
形
両
上
學
の
骨
子
虐

も
い
ふ
べ
・
き
聖
＝
二
、
並
に
、
宇
宙
の
辮
識
論
的
開
展
の
如
き
に
い
か
に
も
近

代
的
暗
示
に
審
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
を
近
世
無
記
曾
墨
の
先
鵬
暫
定
し

へ
ー
グ
ル
ピ
定
も
に
彼
に
捧
げ
る
に
、
団
葺
。
8
暑
寡
暮
・
9
8
【
霧
の
爾
號

薪
著
紹
介

な
以
て
す
る
に
＋
分
な
う
も
の
が
あ
る
。
も
ぜ
よ
り
彼
に
ほ
中
世
基
督
教
學

榔
蒐
術
難
の
影
響
、
又
に
、
彼
奇
勝
の
象
徴
、
薩
魏
、
類
推
等
が
混
入
し
て
素

朴
、
附
會
、
難
解
な
る
黙
が
決
し
て
勘
く
に
な
い
け
れ
こ
も
こ
れ
韓
に
む
し

ろ
彼
の
目
器
。
。
・
o
喜
δ
の
残
津
ぜ
し
て
排
爽
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
種

々
な
さ
る
、
如
え
こ
れ
に
よ
つ
て
彼
の
肩
ゲ
。
9
切
。
℃
㌶
o
な
本
質
的
に
詳
儂
す

る
こ
ご
に
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。

　
私
に
坂
っ
て
に
べ
ー
メ
ー
1
農
も
親
し
い
も
の
、
「
つ
で
あ
る
O
彼
を
談
む

§
、
私
に
そ
れ
存
私
自
臭
の
最
奥
の
自
己
の
奪
き
囁
斗
ミ
し
て
確
ー
ミ
ザ

で
斗
、
る
。
べ
ー
メ
の
も
の
が
國
語
に
疏
諜
さ
れ
六
亡
い
ふ
こ
ミ
は
さ
れ
ば
私

に
取
っ
て
に
限
り
な
き
歓
び
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ア
ウ
ロ
ー
ラ
に
彼
が
彼

の
宗
教
止
涌
に
癒
擾
た
齎
し
左
六
〇
〇
年
の
醜
験
な
＋
二
年
の
間
聖
肋

に
養
ひ
來
り
、
不
可
抗
な
る
内
面
的
生
誕
力
に
動
か
さ
れ
て
一
六
＝
皐
に

’
分
痴
舳
～
｝
允
る
光
昭
刮
の
4
十
で
あ
ろ
。
　
山
小
書
の
内
｛
谷
に
［
山
ハ
O
O
年
の
彼
の
幽
既
験

内
容
た
語
っ
て
居
る
次
の
彼
の
離
簸
に
よ
っ
て
も
推
知
さ
ろ
べ
き
筈
で
あ
る

　
じ
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…
…
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ρ
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H
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些
。
尉
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㈹
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n
靴
H
冨
ゴ
鵯
”
爵
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切
麦
・
・
§
侮
夢
①
b
ξ
。
・
3
9
H
ω
o
昏
Φ

　
げ
艮
び
。
一
諾
⑦
鵠
。
ぐ
日
話
乞
仲
ど
昏
。
自
＄
8
昌
睾
自
○
嵩
σ
q
…
口
o
h
窪
ぢ

　
ぢ
9
峯
p
a
。
h
p
罷
。
童
謡
一
暁
3
昏
3
轟
＃
昏
・
］
）
三
謬
。
毛
冨
幽
。
ヨ
．
H

　
島
尻
8
く
費
a
駐
。
三
帥
｝
昂
湿
ぎ
誘
・
罵
爵
①
叶
ぽ
＄
謀
。
島
田
り
口
§
・
ぎ
（
回
）

　
仲
｝
お
象
く
ぎ
p
§
㈹
⑦
ユ
違
目
q
智
影
象
。
・
8
缶
…
夢
2
（
b
診
）
二
δ
魯
井
≦
0
7

　
寵
“
塵
隠
⑦
o
h
貫
…
暴
h
o
肋
瓢
”
貧
話
．
8
齢
H
6
、
津
2
§
偶
o
h
（
。
。
）
簿
於

　
窪
3
巷
紘
鼠
巴
）
一
〇
ぞ
。
出
負
u
目
附
冒
。
自
雰
識
。
昌
9
①
惹
。
旨
出
三
溝
7
0
「

＝
一
三
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暫
攣
研
究
　
第
七
十
二
脱

　
霧
ρ
鈴
げ
。
・
斤
鴛
8
彰
韓
罵
湧
け
巴
♂
居
9
0
黛
o
h
ぴ
。
難
ず
μ
ぎ
弓
碧
幽
ω
冥
予

　
搾
鷺
p
一
ジ
δ
比
能
い
●
　
回
。
謄
帥
宅
”
画
角
弓
懸
。
話
ε
o
街
二
影
　
巽
び
。
♂
　
⇔
暮
g
o
　
o
陶

　
讐
鉱
暮
負
鑑
㊦
ぐ
一
一
u
昏
。
．
村
。
ユ
び
身
…
ロ
碧
幽
ヨ
暮
戸
乱
器
一
鶴
。
コ
い
9
巳
譲
ぎ
仲

　
8
蕊
簿
気
醗
夢
。
ぞ
。
ヨ
げ
。
浄
写
。
㈹
窪
9
弓
ぎ
．
．

　
ア
ウ
ロ
ー
ラ
の
原
丈
に
に
煮
味
の
難
解
な
ろ
個
庭
が
勘
く
な
い
の
み
な
ら

す
、
丈
典
た
血
親
し
糞
父
章
、
綴
字
の
誤
れ
る
字
、
彼
特
有
の
用
語
等
が
あ

っ
て
、
醗
灘
に
課
者
自
輿
も
い
に
る
・
如
く
「
實
に
容
易
な
ら
ぬ
事
業
し
で
あ

ろ
。
私
ほ
今
こ
の
課
書
准
原
丈
に
欝
照
し
て
見
る
の
鹸
裕
為
持
六
な
か
つ
力

六
め
に
、
謙
看
の
微
細
な
る
苦
心
に
同
情
し
得
な
い
の
な
瀧
憾
定
に
す
う
け

れ
ざ
も
、
兎
に
角
か
・
ろ
難
事
業
を
試
み
ら
れ
糞
こ
ミ
に
罫
し
て
決
し
て
感

謝
の
僻
た
惜
し
む
ご
ビ
ば
で
き
槍
。
私
ば
こ
の
邦
灘
の
成
つ
六
の
た
機
曾
に

髄
験
定
思
索
ヒ
の
溶
融
ゼ
る
慧
味
深
き
書
ぜ
し
て
本
書
な
宗
敏
界
並
に
哲
學

界
に
推
奨
し
、
羅
者
の
所
謂
『
砂
中
に
金
な
求
め
ろ
』
定
い
ふ
よ
り
に
む
し
ろ

金
中
の
砂
た
提
り
す
て
ろ
勢
力
定
喜
書
な
分
ち
六
い
ミ
思
ふ
。

本
謁
誰
の
巻
頭
に
匡
諦
者
の
「
べ
ー
メ
に
就
て
し
が
あ
っ
て
べ
ー
メ
の
傳
虐

彼
の
融
智
學
禮
系
オ
が
略
蓮
さ
れ
、
巻
尾
に
に
附
錐
ミ
し
て
本
丈
に
止
す
る

誕
者
の
附
註
が
あ
っ
て
本
書
な
譲
む
際
の
妥
考
に
供
ゼ
ら
れ
て
居
る
。
登
行

析
、
東
京
大
村
書
店
、
定
儂
金
四
圃
。
（
久
松
）

三
論
宗
綱
要

三
頭
下
士
　
前
田
盤
雲
著

　
本
書
に
雄
界
の
泰
斗
前
阿
薄
士
が
曾
っ
て
京
都
本
願
寺
大
學
林
に
於
て
講

親
さ
れ
し
筆
錐
で
あ
る
、
其
の
叙
蓮
講
観
の
町
曝
な
ろ
實
に
學
徒
か
啓
最
勝

ね
ば
止
ま
ぬ
親
切
さ
が
籠
っ
て
居
る
、
特
に
專
門
的
學
突
に
螺
…
ら
す
し
て
両

一
二
四

も
亦
博
士
の
掲
創
的
卓
児
が
全
篇
に
澱
っ
て
居
る
㊤

　
艶
種
の
雄
篇
が
骨
身
定
世
に
出
で
、
皐
界
並
に
髄
會
な
稗
盆
ぜ
む
こ
亡
た

掴
算
し
て
止
ま
ぬ
の
で
あ
ろ
。

　
以
下
其
内
客
の
大
要
な
紹
介
ぜ
ん
に
。

　
序
　
篇

　
　
講
義
の
方
法
及
紐
織
。
歴
史
の
必
要
Q
三
論
玄
義
の
滲
考
書
り

　
本
　
篇

　
　
第
一
章
　
三
論
の
洛
箪

　
　
　
第
一
鮪
　
印
度

　
　
　
第
二
部
　
支
那

　
　
　
第
三
締
日
本

　
　
第
二
章
　
立
宗
の
綱
格

　
　
　
第
一
節
総
論

　
　
　
第
二
節
　
ご
藏
三
蛤

　
　
　
第
三
節
　
三
時
漱
判

　
　
第
三
章
　
偏
理
の
綱
要

　
　
　
第
一
鱈
　
破
郡
顯
正

　
　
　
　
第
一
項
　
破
顯
大
旨

　
　
　
　
第
二
項
．
破
顯
準
則

　
　
　
　
第
三
項
　
所
破
宗
諦

　
　
　
第
二
節
　
眞
俗
二
諦

　
　
　
　
第
一
項
緯
越

　
　
　
　
第
二
項
　
鑑
識
二
黒

　
　
　
　
第
三
項
　
約
理
二
千


